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国産花きの生産・供給対策
【８６５（６５４）百万円】

対策のポイント
国産花きのシェア奪還と輸出拡大を図るため、低温パッキング等による

コールドチェーンの構築、日持ち保証販売の普及、指導者向け花育研修等を
行う取組を支援します。

＜背景／課題＞
・平成26年12月に施行された「花きの振興に関する法律」の理念の実現に向けて、国産
花きの生産・供給体制の強化、輸出や需要拡大のための取組を推進し、国産花きのシ
ェア奪還と輸出拡大を図ることが必要です。

・また、４月から開催されるトルコのアンタルヤ国際園芸博覧会に出展し、我が国の多
様で高品質な花きや花きの文化をアピールしていく必要があります。

政策目標
○国産花きの産出額の拡大（3,785億円（平成25年）→5,000億円（平成32年））
○国産花き輸出額の増大 （ 96億円（平成25年）→ 150億円（平成32年））

＜主な内容＞

１．国産花きイノベーション推進事業 ７０２（５３２）百万円
国産花きのシェア奪還と輸出拡大を図るため、低温パッキング等によるコールド

チェーンの構築、産地での輸出向け切り花の病害虫対策や鮮度保持方法の実証、盆
栽等の消毒方法を確立する取組を支援します。
また、販売・用途の違いに基づく品目別の適切な日持ち保証日数を設定するため

の取組や、「花育」の指導力向上のための実践研修を支援します。

補助率：定額、１／２以内
事業実施主体：協議会、民間団体等

２．トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会政府出展事業 １６３（１２１）百万円
トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会への政府出展における展示会場の運営・管理、

品種コンテストへの展示、広報等を行います。
委託費

委託先：民間団体

（関連対策）

国産花きのシェア奪還・輸出拡大を支える研究開発（委託プロジェクト研究）
９４（１１０）百万円

花きの国際競争力の強化に向け、①良日持ち性、高い病害抵抗性等民間企業の育種を
下支えする基盤的形質を有する系統、②日持ち性向上のための鮮度保持剤等、③栽培施
設の環境制御を低コスト化するための技術の開発・改良を行います。

委託費
委託先：民間団体等

お問い合わせ先：
生産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室（０３－６７３８－６１６２）
関連対策 技術会議事務局研究統括官（生産技術）室

（０３－３５０２－２５４９）

［平成28年度予算の概要］
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平成28年にトルコで開催される国際園芸博覧会の
政府出展における展示会場の運営・管理等

 

 
 

 

 

○国産花きのシェア奪還と輸出拡大を図るため、国産花きの生産・供給体制の強化、輸出や需要拡大の
ための取組を推進。 

 

  国産花きの生産・供給対策  

トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会政府出展事業（継続）

【切り花の日持ち保証販売の普及に向けた取組支援】
（拡充）

平成２８年度概算決定額
 ８６５（６５４）百万円

花きの国際競争力強化に向け、
①民間企業の育種を下支えする基盤的形質を
有する系統

②日持ち性向上のための鮮度保持剤等
③栽培施設の環境制御を低コスト化するための
技術の開発・改良

○ 流通・販売・用途の違いが日持ち性に
与える影響を把握し、品目別の適切な
日持ち保証日数を設定する等の取組を実施

【「花育」のレベルアップに向けた活動支援】（拡充）

○ 各地の優れた花育活動を抽出し、
その特長を分析するとともに、
現役の教師や花き関係者を対象とした
花育の実践研修等を実施

国産花きイノベーション推進事業 【７０２（５３２）百万円】

【パーフェクトコールドチェーン等による
国産花きの国内流通・輸出拡大の支援】（拡充）

１ パーフェクトコールドチェーンの構築等 
・ 低温下での切り花のパッキング(箱詰め）や、 

   輸送前に箱内部まで十分に冷気を取り
    入れる差圧予冷技術等を実証

２ 盆栽等の消毒方法等の確立
  輸出先国、品目毎に効率的な隔離栽培、
  消毒方法等を実証し、マニュアル化

【１６３（１２１）百万円】

○ 日持ちの良いカーネーション新品種の育成
「ミラクルルージュ」（中央）は、既存品種（左及び右）が 
しおれた後も開花し続ける特性を保持（写真は18日経過後） 

（関連対策）

  国産花きのシェア奪還・輸出拡大を支える研究開発
【９４（１１０） 百万円】

  ・ 産地において輸出向け切り花に必要な
    消毒等の病害虫対策や、採花時の処理による
    鮮度保持方法を実証
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  国産花きの生産・供給対策

（１）国産花きイノベーション推進事業
【７０２（５３２）百万円】

対策のポイント
国産花きのシェア奪還と輸出拡大を図るため、低温パッキング等による

コールドチェーンの構築、日持ち保証販売の普及、指導者向け花育研修等を

行う取組を支援します。

＜背景／課題＞

・平成26年12月に施行された「花きの振興に関する法律」の理念の実現に向けて、国産

花きの生産・供給体制の強化、輸出や需要拡大のための取組を推進し、国産花きのシ

ェア奪還と輸出拡大を図ることが必要です。

政策目標
○国産花きの産出額の拡大（3,785億円（平成25年）→5,000億円（平成32年））

○国産花き輸出額の増大 （ 96億円（平成25年）→ 150億円（平成32年））

下線部は拡充部分

＜主な内容＞

１ 花き関係者の連携への支援

生産者、研究機関、流通関係者、販売事業者等花き業界関係者が一堂に会して花き

振興に係る戦略を策定する協議会の運営を支援します。

２ 国産花きの強みを活かす生産・供給体制の強化(拡充）

国産花きの強みを活かす生産・供給体制の強化に向けた、広域連携による花き加工

技術の向上の取組や、日持ち性向上のための管理技術の導入、品目別の適切な日持ち

保証日数を設定する取組等を推進します。

３ 国産花きの需要拡大(拡充）

国産花きの需要拡大に向けた花育の普及及び指導者向け研修、フラワーコンテスト

・花文化展示会の開催、オフィスや介護施設等での花や緑の利用、異業種との連携に

よる新需要創出の活動等を推進します。

４ パーフェクトコールドチェーンによる国産花きの国内流通・輸出拡大の

支援（拡充）

切り花について、低温下でのパッキング、差圧予冷等の実証、産地における輸出に

必要な病害虫対策や鮮度保持方法を実証します。

また、盆栽等について、輸出先国、品目毎に効率的な隔離栽培、消毒方法の実証を

します。

交付率：定額、１／２以内

事業実施主体：花き業界関係者が組織する協議会等

お問い合わせ先：

生産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室 （０３－６７３８－６１６２）

[平成28年度予算の概要]
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１．花き関係者の連携への支援

２．国産花きの強みを活かす生産・供給体制の強化

・  多様な品種を有し品質の高い国産花きの強みを活かす生産・供

給体制の強化に向けた、①広域連携による花き加工流通の実証、
②物流の効率化、③日持ち性向上のための管理技術の導入、④
園芸資材リサイクルシステムの実証等を支援

・ 切り花の日持ち保証販売の普及に向けて、流通、販売、用途の
違いが日持ち性に与える影響を把握し、品目別の適切な日持ち保
証日数を設定する等の取組に対する支援を拡充

３．国産花きの需要拡大

・  国産花きの需要拡大に向けた、①花育や花きの効

用の普及、②フラワーコンテスト・花文化展示会の開
催、③オフィスや介護施設等での花や緑の利用、 
④異業種との連携によるプロモーション活動、⑤生け
花花材の生産・流通の促進及び生け花文化継承の
取組等を推進

・ 花育活動のレベルアップに向けて、①各地の優れ
た花育活動の抽出と特長の分析、②現役の教師や
花き関係者を対象とした花育の指導力向上のための
実践研修等に対する支援を拡充

平成２８年度予算概算決定額 
 ○○○（５３２）百万円 

・  都道府県毎に、生産者、研究者、流通・販売業者、輸出事業者等

花き業界の関係者が一堂に会した協議会で地域の花きの振興策を
検討

○国産花きのシェア奪還と輸出拡大を図るため、低温パッキング等によるコールドチェーンの構築、日持ち保証
販売の普及、指導者向けの花育研修等の取組を支援。

国産花きイノベーション推進事業（拡充） 平成２８年度予算概算決定額 
 ７０２（５３２）百万円 

日持ち保証 
○日

赤字は拡充部分

熟練指導者による花育教室を
現役の教師等が実地で体験

→ 花育の指導力向上 

5



・ 国産花きの品質向上に向け、低温下での 
切り花のパッキング（箱詰め）や、
輸送時に箱内部まで十分に冷気を
取り入れる差圧予冷技術等の実証を支援

４． パーフェクトコールドチェーンによる国産花きの国内流通・輸出拡大の支援（拡充）

冷気

差圧予冷の仕組み

外部の冷気を段ボール横
の穴から取り込み内部ま
で十分に冷やす

空
気
の
流
れ

・ 各国毎に検疫条件が異なるため、
輸出先国、品目毎に
効率的な隔離栽培、消毒方法等を実証 し、
マニュアル化する取組を支援

・ 輸出向け切り花に必要な病害虫対策や 
鮮度保持方法等を実証する取組を支援

切 り 花 植木・盆栽・鉢物

輸出に向けコンテナに
積み込まれた植木

予冷用の穴

輸出前に花に虫が
ついていないことを確認

灰色カビ病の消毒

パーフェクトコールドチェーンの構築 盆栽等の消毒方法等の確立 

産地における輸出対策

センチュウ

植木の根を洗浄し、
センチュウを除去

センチュウは植物の
根に寄生して植物体
に害を及ぼすとともに、
植物病原性ウイルス
を媒介する。

0.1mm 
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 国産花きの生産・供給対策

（２）トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会政府出展事業［継続］

【１６３（１２１）百万円】

対策のポイント

我が国が世界に誇る高品質な花きの中東地域への輸出拡大を図るため、

平成28年4月にトルコにて開催されるアンタルヤ国際園芸博覧会に政府出展

（屋内展示）し、国産花きの競争力強化を図ります。

＜背景／課題＞

・トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会は、国際園芸家協会の最上位の博覧会です。

・この園芸博覧会に政府出展し、来場者が我が国園芸作物の高い品質や魅力に直接触れ

ることは、我が国の園芸作物を中東地域向けに輸出拡大していく上で有効です。

政策目標

○花き（植木、盆栽、鉢物、切り花）輸出額の増大

（96億円（平成25年）→150億円（平成32年））

○トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会全入場者数の20％以上が、日本政府屋

内出展に来場する。

＜主な内容＞

トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会の展示会場の運営・管理、品種コンテストへの展示、

広報等を行います。

委託費：定額

事業実施主体：民間団体等

お問い合わせ先：

生産局園芸作物課花き産業・施設園芸振興室（０３－６７３８－６１６２）

[平成28年度予算の概要]
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トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会政府出展事業（継続） 

 １．６億円】      

【我が国の国際園芸博覧会参加状況】
※１９６０年にオランダにて最初の博覧会開催
１９８４年  イギリス・リバプール（我が国初参加）
１９９０年   大阪（花博）
１９９２年  オランダ・ズータメア
１９９３年  ドイツ・シュツットガルト
１９９９年   中国・昆明
２００２年    オランダ・ハールレマミーア
２００３年   ドイツ・ロストック
２００６年    タイ・チェンマイ
２０１２年    オランダ・フェンロー

２０１６年  トルコ・アンタルヤ

我が国は近年全ての国際園芸博覧会に政府出展

【アンタルヤ国際園芸博覧会概要】
名 称： EXPO2016 ANTALYA 
テーマ： 「花と子供達、将来世代のための緑

  豊かな暮らしを拓く」
会 期： 2016年4月23日～10月30日 
トルコでの国際園芸博覧会の開催は初

○ 平成２８年（２０１６年）４月～１０月、トルコのアンタルヤで開催される国際園芸博覧会に我が国と
して公式に参加。

○ トルコ・アンタルヤ国際園芸博覧会政府出展事業により、展示会場の運営・管理、品種コンテスト
への展示、広報等を行う。

博覧会
会場イメージ

【アンタルヤ概要】トルコ南西部アンタルヤ県の県都。
地中海に面し、山に囲まれ切り立った海岸線を持つ

観光都市。人口約180万人。市北東にアンタルヤ国際
空港がある。冬でも暖かい地中海性気候。

平成28年度予算概算決定額 

１６３（１２１）百万円
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